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平成２８年度財政援助団体等監査 

１ 監査の種類 

  地方自治法第１９９条第７項の規定による財政援助団体等の監査 

２ 監査の実施日 

平成２９年６月２７日（火）・２８日（水）の２日間 

３ 監査の対象とした補助金等 

  平成２８年度において、市が交付した補助金等のうち５０万円以上の件数は 

１５０件ありました。この中から次の７件を監査の対象としました。 

 

（１）茅野市森林造成事業補助金 （株）緑化創造舎  （米沢埴原田） 

                             １,０２２,５００円   

（２）新製品開発支援事業補助金 （株）梅月         １,０００,０００円    

（３）中小企業振興補助金  （株）デジタルスパイス    １,６５０,９００円 

（４）消防施設費補助金 糸萱消防詰所新築工事      ４,０００,０００円 

ホースタワー新設          ８５０,０００円 

（５）茅野市里山づくり団体活動支援補助金  （永明寺山ふれあいの森を創る会） 

                                ５７９,８４３円 

（６）地方創生加速化交付金事業（まっさんち 正橋孝昇） 

２,１００,０００円   

 

４ 監査の方法 

  現地において、所管課に対しては、補助団体から提出された申請書に基づき内

容と事務処理の状況を、補助団体に対しては、関係書類及び事業の内容等の確認

を行いました。 
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５ 重点をおいた監査項目 

（１）補助等事業は、申請した計画及び交付条件に従って履行されているか。 

（２）補助等事業の事務処理及び経理は、適正に執行されているか。 

（３）補助金等交付の目的は達成されているか。 

 

６ 監査の結果 

  財政援助団体等に係る事務執行は、概ね適正かつ効率的に行われているものと

認めました。 

７ 各補助事業等に対する所見 

（１）茅野市森林造成事業補助金 （株）緑化創造舎  （米沢埴原田） 

① 事 業 概 要 

    森林資源の造成を促進し、国土の保全、水源の涵養、自然環境の保全等機 

   能の増進を図るため、国および県の補助を受けて森林事業を行うものに対し 

   市が補助金を交付する事業である。 

   搬出間伐 Ａ＝５.０９ｈａ 

   実施場所 茅野市米沢２２８６－イ-ウチ 

   森林所有者 埴原田・鋳物師屋財産区間伐推進協議会 

   樹種 カラマツ・アカマツ他 

  ② 事 業 費           ３,６５２,０００円 

③ 補 助 金 額          １,０２２,５００円 

④ 所   見 

    林道を造成し搬出路を確保したうえでの伐採の実施については、森林整備

に欠かせない要件として、合理的に行われていた。 

   間伐による森林資源の造成効果に繋がり、林野の保全、水源の涵養、自然環
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境の保全森林機能の増進に繋がっていることを確認し、里山の整備の重要性

とともに、森林整備事業者の育成の必要性を感じます。 

   今後も、本補助金制度の活用による森林造成が促進されることを望みます。 

（２）新技術・新製品研究開発事業補助金        （有）梅 月                           

  ① 事 業 概 要 

       茅野市新技術・新製品研究開発事業補助金交付要綱に基づいて、観光事業

の促進及び商業等振興のため、中小企業者が地域資源を活用した高付加価値

商品及び食品残渣等を活用したリサイクル商品を開発する事業に要する経

費に対し、商品開発に伴う補助対象経費の２分の１以内で１００万円を限度

とし交付する。 

      地元良質な寒天を使用し、自立型３Ｄ立体塩羊羹（縄文のビーナス・仮面の

女神）を開発し、店舗やインターネット販売を行い、茅野ブランド商品とし

て発信している。 

     ② 事 業 費          ３,４７２,４４２円 

  ③ 交 付 金 額          １,０００,０００円 

  ④ 所   見 

    新商品開発にあたり、諏訪東京理科大の学生と共同開発を行いながらシリ

コンゴム製の３Ｄプリンターによる型の考案、茅野市の特産品である寒天を

使用した「縄文のビーナス」「仮面の女神」の塩羊羹商品を製造された。イン

ターネット販売による反響は大きく、順調に販売実績を伸ばしている。 

   今後は、「ふるさと納税」の返礼品等に加えていただき、より茅野市と観光事

業に貢献していただけることを期待している。 

    補助金交付の条件として、開発日以降の販売実績と販路について、補助効

果測定のため、毎年報告とあるので、確認をお願いします。 
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（３）中小企業振興補助金            （㈱デジタルスパイス） 

① 事 業 概 要     

    茅野市中小企業振興補助金に基づき、市内への工場設置事業（土地、建物、

償却資産の新設や増設）に要する経費（課税標準額）に対して補助を行う。 

   当該法人は、茅野市への工場進出により、茅野市及び近隣地域との連携（外

注企業、情報連携など）が進んでいる。新分野への開発も期待でき、事業の

拡大による増設や雇用の拡大も見込めることから、今後の支援により、中堅

企業として地元への貢献を期待したい。 

② 事  業  費          １１７,９３６,３９８円 

③ 補 助 金 額                    １,６５０,９００円 

④ 所   見 

    市内への工場立地の促進や設備投資により、地域経済の活性化や雇用の拡

大に寄与されている。生産ラインの拡大のため、自社工場の確保にも積極的

に取り組まれているため、今後の支援により、地元企業振興の中核企業とし

て大いに期待できる。 

（４）茅野市消防施設整備に関する補助金    （糸萱区） 

   ① 事 業 概 要 

     区長が行う消防施設等の新設等に係る経費に対して、対象事業の対象経

費に対し、２分の１を補助するものです。 

旧詰所からほど近い場所の土地の確保により、広い敷地に消防詰所および

ホースタワーの設置をし、この経費に対し補助をしたものである。  

② 事 業 費         ２８,５２２,８００円（消防詰所新築） 

                 ４,６９８,０００円(ホースタワー) 

③ 補 助 金 額          ４,０００,０００円（消防詰所新築） 
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                  ８５０,０００円（ホースタワー） 

④ 所   見 

     広い敷地の確保が出来たことにより、平屋建ての使いやすい消防の詰所

と敷地内にホースタワーが新設できたことで、消防活動の安全性や円滑な

訓練などの向上に繋がるものと考えます。 

     操作手順書を見やすい位置に掲示するなど、操作には十分な注意を図ら

れたい。 

（５）茅野市里山づくり団体活動支援補助金（永明寺山ふれあいの森を創る会）      

   ① 事 業 概 要 

     「茅野市ふれあい里山づくり条例」に基づく、里山づくり推進地域とし

て、永明寺山を取り巻く地域の有志がつどい、里山づくりを地域住民（市

民）とその地域内に山林を所有される方で｢永明寺山ふれあいの森を創る

会｣を設立し、森林整備、イベントの開催など里山づくりの推進活動に対し

補助をするものである。 

② 事 業 費          ５７９,８４３円 

③ 補 助 金 額          ５７９,８４３円 

④ 所   見 

      森林整備や山道整備により森林環境は改善され、カタクリの群生が促進

される等の効果に繋がっている。より多くの方に鑑賞していただけるようＰ

Ｒしてもらうとともに、引続きの保護をお願いしたい。今後、希少な環境を

維持していくための若い会員の確保に期待します。 

     また、小中学校の児童・生徒による体験学習などの活動は、子どもの情操

教育に良い効果を与えているので、より多くの学校が活用してもらえる場と

なってほしい。 
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（６）茅野市地域資源を活用した移住促進事業創業支援補助金 

 (まっさんち 石橋孝昇)          

① 事 業 概 要 

    茅野市への移住者増加を促進するため、市内の空き家や遊休地を活用し、

市に訪れる移住希望者や観光客等に、市民との交流の場を提供することを

目的として行う創業に要する経費に対し補助金を交付する。 

対象経費の３分の２以内で、ハード整備は、交付額全体の２分の１以内か

つ１００万円を限度とし、ハード整備以外は２００万円を限度とする。 

国の「地方創生加速化交付金」を活用した補助事業であるため、単年度

実施とした事業である。 

② 事 業 費         ２８,７８３,０８０円 

③ 交 付 金 額         ２,１００,０００円 

④ 所   見 

   県外から移住し、古民家を利用した飲食と民泊を目的とした施設の開業

であり、地域おこしや、市外からの人の流入促進をし、交流の場の創出に繋が

る事業として期待されます。積極的なＰＲと、情報共有をしながら、時に行政

支援等で、若い経営者が途中挫折することがないよう、事業が軌道に乗るまで

何らかの体制も必要と思慮されます。 

 


